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上野黒門除幕式の写真
当館蔵

江原素六が残した資料。明治40年（1907）、円通寺に移築された際の撮影。右から二人目の白
髭の人物は、箱館戦争を戦った遊撃隊・元岡崎藩主藩士の小柳津要人か。

彰義隊の敗残兵と間違われ殺害された
藤田忠蔵の遺影と遺品

当館蔵
75回忌の記念に昭和17年（1942）撮影。藤田は安政大獄で処罰されたこ
とでも知られる。



慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
一
五
日
、
上
野
に
立
て

籠
っ
た
彰
義
隊
は
大
村
益
次
郎
が
指
揮
す
る
「
官
軍
」
に

攻
め
ら
れ
、
わ
ず
か
一
日
に
し
て
殲
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
徳

川
家
の
駿
河
移
封
が
決
定
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
数
日
後

の
こ
と
だ
っ
た
。

旭
隊
を
率
い
彰
義
隊
と
と
も
に
戦
っ
た
吹
田
鯛
六
は
、

そ
の
後
、
榎
本
武
揚
艦
隊
に
乗
り
組
む
が
、
台
風
に
遭
遇

し
た
乗
船
が
沈
没
し
た
た
め
、
抗
戦
継
続
を
断
念
、
翌
年

に
は
沼
津
兵
学
校
資
業
生
に
及
第
す
る
。
同
じ
く
、
関
宿

藩
の
佐
幕
派
有
志
か
ら
な
る
万
字
隊
（
卍
隊
）
を
率
い
て

戦
っ
た
同
藩
家
老
木
村
正
右
衛
門
は
、
敗
戦
後
、
静
岡
藩

に
逃
げ
込
み
山
田
潔
（
後
に
大
夢
）
と
改
名
し
、
沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

他
に
も
、
沼
津
兵
学
校
三
等
教
授
並
鈴
木
重
固
（
源
五
郎
）

の
実
弟
加
藤
大
五
郎
は
、
幕
府
陸
軍
で
フ
ラ
ン
ス
式
伝
習

を
受
け
た
士
官
生
徒
だ
っ
た
が
、
彰
義
隊
の
第
二
白
隊
兵

隊
組
頭
と
な
っ
て
い
た
（
重
固
子
孫
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、

太
っ
て
い
た
人
で
、
戦
う
こ
と
な
く
芸
者
と
い
っ
し
ょ
に

逃
げ
た
と
い
う
）。
沼
津
兵
学
校
資
業
生
石
橋
絢
彦
の
叔
父

藤
田
忠
蔵
（
長
鎮
）
は
、
幕
府
の
鉄
砲
方
与
力
だ
っ
た
が
、

上
野
で
の
戦
争
当
日
、
彰
義
隊
の
敗
残
兵
と
間
違
わ
れ
、

「
官
軍
」
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親

類
・
知
人
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
彰
義
隊
に
関
係
を
持
つ
人

物
は
沼
津
兵
学
校
の
周
辺
に
さ
ら
に
大
勢
い
た
で
あ
ろ
う
。

彰
義
隊
の
生
き
残
り
が
、
同
志
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま

り
を
維
持
し
た
ま
ま
駿
河
に
移
住
し
た
の
が
、
沼
津
勤
番

組
十
八
番
頬
だ
っ
た
。
や
が
て
彼
ら
は
、
佐
幕
的
心
情
を

強
く
維
持
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
に
分
裂
し
、
藩
の

役
職
に
就
い
た
人
物
（
斎
藤
金
三
郎
・
上
野
岩
五
郎
）
は

佐
幕
強
硬
派
に
よ
っ
て
「
裏
切
者
」「
結
束
を
乱
し
た
者
」

と
み
な
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
た
。

被
害
者
の
遺
児
た
ち
は
亡
父
の
仇
討
ち
を
望
み
、
結
果
、

同
志
の
首
領
だ
っ
た
大
谷
内
龍
五
郎
が
事
件
の
責
任
を
と
っ

て
、
明
治
三
年
一
二
月
二
〇
日
、
転
住
先
の
遠
州
牧
之
原

で
切
腹
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
件
は
小
説
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
件
に
関
連
し
、
後
年
江
原
素
六
は
以
下
の
よ
う

に
回
想
し
た
。
沼
津
兵
学
校
を
設
立
し
た
こ
と
が
佐
幕
強

硬
派
の
反
感
を
買
い
、
阿
部
潜
と
と
も
に
命
を
狙
わ
れ
た
。

二
人
が
反
感
を
持
た
れ
た
理
由
に
は
、
藩
の
常
備
軍
を
解

隊
し
た
た
め
と
も
さ
れ
る
（『
急
が
ば
廻
れ
』）。
襲
撃
計
画

が
あ
る
こ
と
を
江
原
の
部
下
後
藤
某
に
密
告
し
た
者
（
佐

幕
強
硬
派
内
の
内
通
者
）
が
い
た
こ
と
か
ら
、
暗
殺
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
何
者
か
が
明
治
二
年
元

旦
に
後
藤
宅
を
訪
れ
「
御
年
玉
」
を
差
し
出
し
た
が
、
そ

の
風
呂
敷
包
み
を
開
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
密
告
者
の
生
首

が
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
江
原
は
、
被
害
者
（
斎
藤
金
三

郎
か
上
野
岩
太
郎
の
こ
と
だ
ろ
う
）・
加
害
者
と
も
両
方
を

知
っ
て
い
た
。
殺
さ
れ
た
者
の
息
子
は
、
剣
術
の
稽
古
に

励
み
、
や
が
て
父
の
仇
討
ち
を
申
し
込
む
が
、「
金
谷
の

原
」
に
い
た
申
し
込
ま
れ
た
側
の
人
物
（
大
谷
内
の
こ
と

で
あ
ろ
う
）
は
、
仇
討
ち
が
国
法
で
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を

説
き
、
今
後
は
学
問
に
励
む
よ
う
に
諭
し
、
そ
の
代
わ
り

に
自
ら
潔
く
自
害
し
て
果
て
た
の
だ
と
い
う
（
江
原
素
六

「
維
新
以
来
の
教
育
を
回
顧
す
」『
斯
民
』
第
五
編
第
一
号
、

一
九
一
〇
年
）。

右
の
江
原
の
回
想
に
は
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
斎

藤
・
上
野
の
殺
害
は
明
治
二
年
一
二
月
二
七
日
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
生
首
の
贈
り
物
が
二
年
元
旦
と
い
う
の
は
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
、
首
級
が
届
け
ら
れ
た
の
は
後
藤
某
宅
で

は
な
く
、
沼
津
勤
番
組
之
頭
白
戸
隆
盛
（
砂
）
宅
の
玄
関

で
あ
り
、
そ
れ
も
元
日
で
は
な
く
晦
日
だ
っ
た
と
す
る
文

献
も
あ
る
（
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
八
）」『
同

方
会
誌
』
48
）。
あ
る
い
は
、
被
害
者
は
二
人
な
の
で
、
後

藤
と
白
戸
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
首
が
届
け
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
は
た
ま
た
首
は
、「
沼
津
近
番
組
長
勤
藤
太
平
邸

内
」
に
二
つ
置
か
れ
た
（『
彰
義
隊
戦
史
』）、
あ
る
い
は
沼

津
郡
政
役
所
の
玄
関
に
放
り
出
さ
れ
て
あ
っ
た
な
ど
（『
牧

之
原
開
拓
史
考
』）、
諸
説
あ
る
。

ま
た
、
駿
東
郡
に
移
住
し
た
元
彰
義
隊
士
に
つ
い
て
は
、

権
少
参
事
・
沼
津
郡
政
方
の
石
川
周
二
が
悪
事
を
は
た
ら

い
た
者
た
ち
を
死
刑
に
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
隊
士
た
ち
に

命
を
狙
わ
れ
る
破
目
に
な
り
、
部
下
の
村
山
宅
（
郡
方
改

役
村
山
五
三
郎
の
こ
と
だ
ろ
う
）
に
は
女
の
生
首
が
投
げ

込
ま
れ
た
と
い
う
（
石
川
千
代
松
「
老
科
学
者
の
手
記
」）。

た
だ
し
、
こ
れ
は
前
述
の
事
件
と
混
同
し
た
誤
伝
か
も
し

れ
な
い
。

東
京
都
荒
川
区
の
円
通
寺
は
、
現
在
も
弾
痕
が
残
る
上

野
寛
永
寺
の
黒
門
が
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
移
設

さ
れ
た
、
彰
義
隊
と
「
官
軍
」
と
の
激
戦
を
偲
ば
せ
る
場

所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
彰
義
隊
の
墓
を
は
じ
め
、

戊
辰
戦
争
を
旧
幕
府
側
と
し
て
戦
っ
た
人
々
の
慰
霊
碑
が

林
立
す
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
り
、
す
で
に
明
治
後
期
に

は
毎
年
の
よ
う
に
慰
霊
の
催
し
が
行
わ
れ
る
場
に
な
っ
て

い
た
。
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
同
寺
で
開
催
さ
れ
た
あ

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 
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彰
義
隊
と
沼
津
兵
学
校
の
人
び
と



明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
三
日
付
の
江
原
素
六

の
日
記
に
、
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
の
法
事
の
た
め
東
京
か

ら
沼
津
へ
出
向
い
た
こ
と
、
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
遺
族

も
減
り
、
参
列
者
は
十
余
名
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
、
供
さ

れ
た
折
詰
料
理
は
、
こ
の
法
事
の
一
切
を
世
話
し
た
陸
軍

中
将
古
川
宣
誉
の
妻
と
娘
た
ち
が
自
ら
整
え
た
も
の
で
、

配
膳
な
ど
も
彼
女
た
ち
が
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
（
村
田
勤
『
江
原
素
六
先
生
伝
』（
一
九
四
〇
年
、
新

版
、
三
省
堂
、
二
六
一
～
二
六
二
頁
）。
古
川
は
撒
兵
隊
に

属
し
、
戦
場
で
敵
に
組
み
敷
か
れ
た
江
原
を
救
っ
た
こ
と

が
あ
る
、
か
つ
て
の
部
下
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
法
事

の
会
場
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七

〇
）
四
月
に
旧
幕
臣
た
ち
に
よ
っ
て
愍び
ん

忠ち
ゅ
う

碑ひ

が
建
立
さ
れ

て
い
た
本
光
寺
で
あ
ろ
う
か
。

右
に
紹
介
し
た
日
記
の
内
容
は
、「
報
恩
の
情
操
」
と
題

さ
れ
た
江
原
の
講
演
録
に
も
そ
っ
く
り
記
さ
れ
て
い
る
が

（『
江
原
素
六
先
生
伝
』、
一
九
二
三
年
、
三
圭
社
、
講
演
一

三
四
頁
）、
そ
れ
に
は
古
川
が
予
備
役
の
陸
軍
中
将
だ
っ
た

と
あ
る
ほ
か
、
日
記
の
ほ
う
の
記
述
に
も
「
古
川
中
将
」

と
あ
り
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
少
将
か
ら
中
将

に
進
ん
だ
彼
の
履
歴
と
矛
盾
す
る
。
日
記
・
講
演
録
の
両

方
に
、「
既
に
五
十
年
に
な
り
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
明
治
三
五
年
の
日
記
で
あ
る
と
す
る
の
は
誤
り
で
、

戊
辰
か
ら
五
〇
年
後
の
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
以
降
の

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 
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江
原
素
六
と
戊
辰
戦
没
者
慰
霊

斎藤金三郎の墓
沼津市・霊山寺西光院墓地

上野岩太郎の墓
清水町・堂庭区共同墓地

る
年
の
慰
霊
祭
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
（『
東
京
朝
日
新

聞
』
明
治
四
四
年
五
月
一
六
日
）
で
あ
り
、
江
原
素
六
や

赤
松
則
良
（
男
爵
）
ら
沼
津
兵
学
校
関
係
者
も
参
列
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

●
維
新
戦
死
者
大
法
会
　
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
南
千

住
元
通
新
町
円
通
寺
に
於
て
執
行
し
雨
天
に
も
拘
は
ら

ず
参
拝
者
五
百
余
名
に
達
し
住
職
乙
部
弘
道
師
は
僧
侶

卅
四
名
を
従
へ
て
大
施
餓
鬼
を
行
ひ
正
午
空
也
念
仏
あ

り
戦
役
当
時
の
記
念
品
を
陳
列
し
て
一
般
の
観
覧
に
供

し
余
興
に
は
薩
摩
琵
琶
、
義
太
夫
、
手
踊
、
長
唄
、
落

語
等
あ
り
午
後
再
び
空
也
念
仏
あ
り
て
同
四
時
頃
散
会

せ
る
が
当
日
重
な
る
参
拝
者
は
徳
川
公
爵
、
同
侯
爵
代

理
、
榎
本
子
、
赤
松
男
、
沢
造
兵
大
監
、
斎
藤
陸
軍
少

将
、
江
原
素
六
、
細
谷
安
太
郎
、
高
松
凌
雲
、
松
野
伍

八
（
※
町
野
五
八
）、
本
田
進
（
※
本
多
晋
）、
同
盟
会

（
※
同
方
会
）、
碧
血
会
、
旧
交
会
の
人
人
な
り
き

�

（
　
）
内
の
※
は
筆
者
に
よ
る
訂
正

江
原
が
残
し
た
資
料
の
中
に
は
、
黒
門
が
円
通
寺
に
移

築
さ
れ
た
際
の
除
幕
式
の
写
真
が
あ
る
。
沼
津
兵
学
校
一

等
教
授
だ
っ
た
田
辺
太
一
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
彰
義
隊
戦
史
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

身
内
・
知
人
か
ら
の
参
戦
者
・
戦
死
者
の
存
在
、
静
岡
藩

で
の
内
紛
事
件
な
ど
、
沼
津
兵
学
校
関
係
者
に
と
っ
て
も

彰
義
隊
の
戦
い
は
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

斎
藤
の
仮
寓
先
は
上
徳
倉
村（
清
水
町
）だ
っ

た
。
暗
殺
現
場
は
上
香
貫
村
の
路
上
で
、
謡

を
歌
い
な
が
ら
や
っ
て
来
た
斎
藤
を
沼
津
勤

番
組
十
八
番
頬
世
話
役
の
藤
田
寛
三
が
襲
い
、

同
役
の
吉
沢
力
松
が
加
勢
し
た
と
い
う
。

上
野
の
仮
寓
先
は
上
徳
倉
村
の
名
主
宅
、
殺

害
場
所
は
堂
庭
村
の
田
圃
の
中
、
暗
殺
者
は

藤
田
寛
三
だ
っ
た
。
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　学芸員資格の取得を目指す大学生のための、実習生

を受け入れています。今年も８月20日（火）～９月４日

（水）の期間、３人の大学生が実習を行いました。さま

ざまな業務実習はもちろん、ぬましんストリートギャ

ラリーでの館蔵資料展の企画から展示までを学生が

行いました。

　博物館の概略や学芸員の仕事内容に関する講義、バッ
クヤードや収蔵庫などの館内見学のほか、実際に掛軸・

巻子の取扱い等の実習を行いました。

８月１日（木）　参加者：高校生11人　中学生２人７月28日（日）実施　参加人数12人

　御成橋の被弾跡や海軍技研の地下工場跡、戦
時疎開学園の建物などをバスで回りました。

平和を考える戦争史跡めぐり 学芸員体験講座

博物館学芸員実習と館外展示報告

夏休みイベント報告

江
原
に
よ
る
戊
辰
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
へ
の
取
り
組

み
は
、
沼
津
以
外
で
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治
二
九
年

（
一
八
九
六
）、
京
都
伏
見
に
建
て
ら
れ
た
戊
辰
東
軍
戦
死

者
之
碑
に
対
し
て
は
、
義
捐
金
を
出
し
て
い
る
（『
戊
辰
東

軍
戦
死
者
追
悼
碑
建
設
落
成
報
告
書
』）。「
官
軍
」「
賊
軍
」

の
区
別
な
く
、
幕
末
維
新
期
の
国
事
に
斃
れ
た
人
々
を
追

悼
す
る
た
め
、
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
東
京
上
野
で
開

催
さ
れ
た
殉
国
志
士
弔
慰
会
に
参
列
し
た
ほ
か
、
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
に
は
、
同
趣
旨
で
の
殉
国
志
士
表
彰
請
願
を

貴
族
院
・
衆
議
院
に
対
し
提
出
す
る
賛
同
者
に
加
わ
っ
た

（『
史
談
速
記
録
』
第
百
八
十
号
）。
ま
た
同
じ
年
、
現
千
葉

県
市
原
市
に
遺
族
が
建
て
た
撒
兵
隊
戦
死
者
の
墓
碑
の
た

め
、「
徳
川
氏
遺
臣
梶
塚
成
志
墓
」
と
の
題
字
を
揮
毫
し
て

い
る
。

鳥
羽
・
伏
見
の
敗
走
を
経
験
し
、
そ
の
後
も
下
総
で
一

隊
の
指
揮
官
と
し
て
戊
辰
戦
争
を
戦
っ
た
江
原
素
六
に
と
っ

て
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
戦
友
や
部
下
た
ち
の
記
憶
は
何

十
年
経
っ
て
も
消
し
難
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

東京上野・寛永寺で行われた
戊辰殉難者追悼法会の案内状

当館蔵
大正９年（1920）５月７日

当時、江原素六は旧幕臣の親睦団体同方
会の会長をつとめていた。

鳥羽・伏見戦争の旧幕府方戦死者
『戊辰戦記画巻』（明治24年刊、保勲会蔵版）所載　当館蔵

「官軍」の戦功を称えるための絵巻であるが、描いたのは沼津兵学校に在職した旧幕臣の画家松岡正盛（緑堂）。


